



















































































































































































































































































































































































語辞典』 （東京堂出版 一九五四年） では
ʻA




姦通罪 （教会法上の） 。別居の理由となり得。 」 （四頁） としている。従って、“
non m



























































條二項） 。 」 （冨山房『カトリック大辭典
　
Ⅰ』 、一九四〇年、四六七頁）































































































































































産は、この意味でいうま もなく国家を作る。そして国家をして 身分に対してだけ独特 く 国民的共通性のあ 法規を制定させ、裁判その他紛争解決の必要 起こった場合、適用法規たらしめるほかないのである。民法の歴史の上で 右 ような目的 示し 最近の近代民法は、一八〇四年の
フランス民法
であるとみられている。 」 （傍点、
























開催され、カトリックは自らの信仰の原則を再確認するこ になった。一五四七年三月三日の第七会議において 「秘跡に関する一般的事項（秘跡は七つであること、外的形成の遂行により客観的効果を生むこと）が明らかに 同時に個別問題として、洗礼と堅信 秘跡についての決議が満場一致で可決された。 」 （イェディン、前掲書、 一三頁）のであった。その後、 五四七年にボローニャにて婚姻に関する教理について議論された（Ｈ・ディンツィンガー編『改訂版
　
カトリック




































































































八十二頁）とあるよう 、これは夫が他の男性から金銭 渡され 妻を離縁し、その後で離縁させら た女性 夫に金銭を渡した男性と結












れば一夫一妻多妾制であり、正妻は一人に限られるが、そのほかに経済的事情がゆるすならば、幾人で 妾を置くことが、法律上も道徳上も正当なこととして承認されていた。また自家に属する婢……との情交についても、違法性が全く認められ いかまたは極めて軽微にしか認められなかった。しかも主人は自己の寵愛す 婢を何時でも妾になおすことができたのであり、その意味では婢もまた に準ずる存在であったということができる。妾や婢は家庭の一員として公然 養われるものであり、したがっ 生れた子 ついて父が不明 う問題も起らず、母子ともに生活の保障に欠ける ころがない。この条件の下においてのみ、男が正妻以外 女性と通ず ことが合法とさ のである。それ以外に、家庭の外において女性 事実上 関係を結ぶ行為は、双方とも配偶者のない身である場合をも含めて、これをすべて姦罪として処罰するのが中国法の基本的な態度であった 」 （第二章「家の法律的構造」第二節「複合型 」 、二四七頁）のである。また、諸橋轍次『支那の家族制』 （大修館 一九四〇年）の「婚姻篇 第八節「附
　
婦







































































































































































































































































pte ） 『梵英辞典』 （
The Practical Sanskrit-
English D





























































































































































宗教的義務 遂行であ 二 ア タ（
A
rtha ）即ち『利』で、処






Tri-varga ）という。 」 （ 「 『カーマ・スートラ』序説」ヴァーツヤーヤナ











































































己〔の身分〕の女〔を所有し得る と言われてい 。クシャトリヤはそれら両者（シュードラおよびヴァイシャの女） 自己〔の身分〕の女そして最初に誕生した者（ブラーフマーナ）は彼 ら 〔の身分〕

































anasā  （ 「琴瑟相和せる夫妻」 ）といふ言葉が見えてを

























材料ではないか。梵文を読む力量と時間 制約 憾みとす 。他方、ʻdasīʼ とは婚姻関係の認められていない隷属身分の女性のことを指す


















































尚、 「情」の字義として「情況」 「実情」及び「常情」 「常理」 （商務


















以此誡爲訓。 」 （二十葉裏） 。 『漢語大詞典』第十一巻の「訓」
の項では字義の第二を「典式；准則」 （四十七頁）とし、清代小説の李汝珍『鏡花縁』第七十九回の中の文句を用例に挙げる。そ 前の部分を合わせると、 「 八句『穩滿方能得中』 、就只這句、紫芝妹妹却有的、因他開的滿、歬手也穩、所以才中了兩箭。―但這樣射去、縱箭皆中、也不可爲
訓
0












子女親戚。 」 （二十葉裏） 。ここで言う「人」は妻 こと 指しているのであろうか。 「其人之夫」とあるから、妻であることになるのであろうが、全体の文脈からすれば、むしろ夫であるべきではないであろうか。よく分からない。
（九）
 











、繼之者善也、成之者性也。 」 （ 『周易正義』巻第七
「繫辭上」十三經注疏整理本第一冊、三一五頁―三一七頁）という文句があり、 『教要解略』の文はこれに拠っている。
（十二）原文は「凡二隂者必邪也。 」 （二十葉裏） 。（十三）原文は「男正位乎外、女正位乎内、内外之權、两不相下。 」 （二十葉








。男女正、天地之大義也。 」 （ 『周易正義』巻第










（十四）原文は「故曰敵體。 」 二十葉裏） 。 『漢語大詞典』巻五巻「敵體」の







着我駡我父親？」 （ 『広東 民出版社、一九八〇年、三十六頁）とある。
（十五）原文は「一女不得有二男、一男獨得有二女乎。 」 二十葉裏） 。 「得」
の用法は商務院書館『古今漢語詞典』 「得」 第八字義の「可以、能够」（二七七頁）に当たるであろう。




（十八）原文は「夫婦以相信、故相結。 」 （二十一葉表） 。（十九）原文は「彼此各有淫邪、彼此之信失而結解。 」 （二十一葉表） 。（二十）原文は「竝失并解、豈獨婦人則爲罪耶。 」 （二十一葉表） 。（二十一）











  原文は「娶妾宿娼、家衟危矣。 」 （二十一葉表） 。
（二十三）
  原文は「夫婦乖、妻妾妬、嫡庶争、無一可者。 」 （二十一葉表） 。
（二十四）
  原文は「或者又曰娶妾爲續後也。 」 （二十一葉表） 。
（二十五）
  原文は「有後、欲以全孝名也。 」 （二十一葉表）
（二十六）




  原文は「從邪行以邀孝名 君子羞之。 」 （二十一葉表） 。
（二十九）
  原文は「况孝不孝與嗣奚關」 （二十一葉表） 。
（三十）原文は「世有多生子、而忤親者。孝乎。 」 （二 一葉表） 。（三十一）
  原文は「無子、而順親者、不孝乎。 」 （二十一葉表）
（三十二）
  原文は「盖欲孝、係巳。 」 （二十一葉表）
（三十三）
  原文は「未有求孝、不得孝者。 」 （二十一葉表） 。
（三十四）
  原文は「生子、係天主。 」 （二十一葉表、裏） 。
（三十五）
  原文は「常有求子而不得者矣。 」 （二十一葉裏） 。
（三十六）
  原文は「且今人子愈多、妾愈衆。 」 （二十一葉裏） 。
（三十七）
  原文は 「摠邪婬之欲使然耳。 」 （二十一葉裏） 。拙訳では 「摠」 は 「全、
都」ではなく、 「畢竟、総帰」 （ 『古今漢語詞典』 「総」の副詞用法の第四義〔一九四四頁〕の意味で取らせていただいた。
（三十八）
















降は郷紳層に「宿娼」が許されたようであるので、 の禁止も明初より緩やかなものになったの はない あろ か。
（三十九）




。故憐惜倍至。 」 （朱劍芒編 『章臺紀勝名著叢刊』
世界書局、一九三六年、二頁） （平凡社東洋文庫所収の岩城秀夫訳『板橋雑記・蘇州画舫録』 〔一九六四年〕では「旧院の 女たちの には血を分けた実の娘がかなりいるので、可愛がりようも並々で ない。 」 〔十二頁〕と訳す）とある ら、 「 多不孕。 」とい やや事実に即さぬのではないであろうか。
（四十）原文は「甚至男色宣婬、公行無忌、此尤悖理之甚。 」 （二十一葉裏） 。





















）  の項で「故意の殺人」 、 「ソドマ



















































類乎。 」 （二十一葉裏） 。
（四十三）
  原文は「凡邪淫者、不直害名、抑亦害厥人類。 」 （二十一葉裏） 。
（四十四）












































 in corde suo. ” （ 「し
かし、わたしはあなたがたに言う。だれでも情欲を抱いて女を見 者は、その女に対 心の中ですで 姦通の罪を犯したことになる。 」 〔フランシスコ会訳〕 ）と る。 『教要解略』の文章は姦通を内面的な心の動きにまで辿って捉え直す聖書の見方を仏教的な身、口、意の三業の枠組を巧みに用いながら言い表わし も ではないかと思われる。キリスト教カトリックの神学の世界に通じた口述者のイエズス会士ヴァニョーニと中国仏教の概念世界に慣 親しんだ無名の筆録者 天主教士人との見事な合作の成果と言うほかはない。
（四十六）
  原文は「乃稱能全其名、而無害於人巳。 」 （二十一葉裏） 。そのま
















応主義の及ぶ範囲は「外部的生活（衣食住） 、土語（布敎地に於けるラテン典禮語の問題もこれに屬する） 、民族藝術、美術（建築、繪畫、彫刻、音樂） 、社會及び法律觀並びに敎會生活形成に當つての其の考慮等」
（同辞典、二十六頁）
であるようである。






























































































































































































































































てでなく友人として遇することを誓ってシャルに容れられることになったのである。いや、王徴の誓いの言葉と見えるものは実はシャルの提示した助言の言葉ではないであろうか。一本の細い細い救いの道を司祭のシャルも自ら苦しみながら探り当てたのではあるま か。シャル 深 愛と知恵 根差した配慮思いを致さざるを得 い 
ことほど左様に妾の存在は明末中国の天主教に心を寄せる士





































子が生まれない場合が多いのが実情であると記される。また、フェルビーストの『敎要序論』 第六誡の箇所には、 「假如丈夫娶妾、夫婦多致不和。妻妾相妬、兒女相爭。家人各有偏向、合家不安矣。 」
（十六葉表〔前掲パリ国立図書館所蔵本〕 ）
とあるよ























































































































































































































































啓年間に刊行されている。蓬佐文庫は刊行後間もない『天學初函』の全貌を忠実に伝えるものであり、四百年の時の隔たりを感じさせない世界に誇るべき稀覯 善本である。購入者 初代藩主徳川義直の英明と現在に至るまでの文庫の管理者の方々の並々ならぬ労苦に深く感謝せずには られない。 
中国の娼妓文化は思いの外、壮麗にして巨大であった。わた
くしは昨年春一橋大学名誉教授木山英雄先生に指南を請うたところ、忝くも教示を頂戴し、 『香艶叢書』等の書物 存在を知らされたけれども、殆ど繙くことが出来なかった。そのため本拙訳にもそれら 活かされてはいない。仰ぎ得た高教が自力量の及ぶところで な った不明を恥じつつも、こ まで与り知らぬ中国文学の新たな世界を垣見る機会を与えられ衷心より感謝するものである。 
また、トリエント公会議関係図書については、教皇庁認可
南山大学神学部図書館に所蔵の書籍を閲覧する機会を許された。その折、図書館司 坂倉和子さんに一方ならぬお世話になった。南山大学神学部図書館並びに坂倉さんに甚深なる謝意を表するものである
（続）
。
